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　2015年 12月 31日、ASEAN経済共同体（AEC：ASEAN Ec o n o m i c  Co m m u n i t y ）が発足した。そして、
東西経済回࿓や南部経済回࿓などインフラ整備がなされ、モϊや人の行き来が活発になり、ASEANが
生産ڌ点および消費市場として経済成長が期待されている。本書は、特に、タイやラオス、ミャンマー、
カンϘジア、ϕトナム、さらに中国雲南省と広西チワン自治区を加えたメコン川流域の G MS（G r e a t e r  
Me k o n g  Su b - r e g i o n ）経済ݍの新たな生産ڌ点としての役割に注目している。
　G MS経済ݍは、中国の人件費の高ಅ、ઑֳ諸島をめぐる日中関係の悪化などをうけ、日系企業は࿑
ಇ集約的産業を人件費の安い後発 ASEANにҠし、中国一国への依存のリスク回ආ、すなわちチャイナ
プラスワンを図った。最近では、先発 ASEANであるタイの経済成長に伴う人件費高ಅや人手不足をう
け、タイに隣接するカンϘジアやラオスなど後発 ASEANに࿑ಇ集約的な生産工程をҠす、タイプラス
ワンのサプライチェーンが形成され始めている。
　本書は、今後、新たな生産ڌ点と期待される ASEAN経済の現状について、経済概況、ロジスティク
ス、経済回࿓、工業ஂ地、輸出入通関といった基本事項をԡさえ、家電や自動車、ણҡ、৯品、খചな
ど注目される産業の現状や課題について、第一線で活躍しているあるいは๛な現地ビジネスの経ݧを
持っている専門家により論ड़されている。業界の歴史やཪなどもؚまれており、リアリティーをײじ
られる内容となっている。
　以下、目࣍を記ड़し、概略をհする。
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　現ࡏ、ASEANの G MS経済ݍは、急速に成長し変化している。本書のࣥචは、2016年 3月末時点の
データや情報に基づいていると記載されているので、今後、新しい経済状態や経済進展に基づきߋ新さ
れることを期待する。
　また、本書は、日系企業を中心に論ड़されているとࢥわれるが、中国の世界戦略である「一ଳ一࿏」
やその関連金融機関である「AIIB」など、当֘地域への中国の影響力は非常に大きいと考えられる。当
֘地域への中国あるいは中国企業の動について知りたい。また、Ԥ米の先進国企業、さらに、シンガ
ポールやタイなど先進 ASEANの企業などとの状況や関係などについてもৄしく知りたい。今後の分析
に期待している。
　米国の TPP離脱が現実となった中、今後、アジアの地域連携は R CEP（東アジア包ׅ的経済連携）が
重要な役割を果たすことが予される。R CEPは ASEANʴ6の 16ϱ国が参加し、交বのࢦ導的役割を
演じるのは中国や日本と考えられているが、日・中の対立や交বがߗ直状態となった場合、ASEAN10
ϱ国が中心的な役割を果たす可能性も考えられる。今後、ASEANの動に注目することが必要である。
　以上、本書は、ASEANの G MS経済ݍの現状と課題を中心に実務的内容にΜだ著࡞である、従来
の研究者による書とは一味ҧった新な内容である。実務的な研究書を求める社会人や研究者、学生に
興味深い書物となっており、ਪનする࣍第である。

 （あきやま　けΜじ　ਆಸ川大学経済学部教授）


	p003 アジア研究センター年報　4号_70（中扉_論文）
	p067 アジア研究センター年報　4号_71（中扉_調査報告）
	p083 アジア研究センター年報　4号_72（中扉_セミナー報告）
	p097 アジア研究センター年報　4号_73（中扉_講演会報告）
	p111 アジア研究センター年報　4号_74（中扉_研究の視点）
	p121 アジア研究センター年報　4号_75（中扉_自著紹介）
	p127 アジア研究センター年報　4号_76（中扉_書評）
	p131 アジア研究センター年報　4号_77（中扉_神奈川大学における）
	p137 アジア研究センター年報　4号_78（中扉_アジア研究センター）



